
学習・教育目標 1年春学期 1年秋学期 2年春学期 2年秋学期 3年春学期 3年秋学期 4年春学期 4年秋学期

英語実習(A) 英語実習 (A) 英語演習(A)

英語実習(A) 英語実習 (A) 英語演習(A)

外国語実習 1(A) 外国語実習 2(A)

基礎科目(A) 基礎科目(A) 基礎科目(A) 基礎科目(A) 基礎科目(A) 基礎科目(A)

健康スポーツ科目(A) 健康スポーツ科目(A) 健康スポーツ科目(A) 健康スポーツ科目(A)

機械工学インターンシップ(B)

知的財産権(B)

基礎科目(B) 基礎科目(B) 基礎科目(B) 基礎科目(B) 基礎科目(B) 基礎科目(B) 工業経営(B)

基礎化学 I (C) 基礎化学 II (C) 材料有機化学(C) 材料無機化学(C)

移動及び速度論 A(C) 安全工学概論(C)

解析学 I (C) 解析学 II (C) 関数論(C) 総合応用工学概論(C)

微分方程式 I (C) 確率・統計(C) 応用数学(C)

線形代数学 I (C) 線形代数学 II (C) 応用数学演習 A (C) 応用数学演習 B(C)

物理学 IA (C) 物理学 IB (C) 物理学 IIB (C) 物理学 III (C)

医・工学連携基礎(C) ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ通論(C) 電気工学概論(C)

数学演習 I (C) 数学演習 II (C) 計測(C)

力学演習 I (C) 力学演習 II (C) 電子デバイス(C)

材料強度学(D)

材料力学 I (C) 材料力学 II (C) 有限要素法入門(D) 塑性力学(D)

数値流体力学入門(D)

流体力学 I (C) 流体力学 II (C) 基礎流体解析(D)

ターボ機械(D)

熱力学 I (C) 熱力学 II (C) 熱移動論(D) エネルギー工学 II(D)

エネルギー工学 I(D)

内燃機関(D)

空気力学 (D) 推進工学基礎(D)

機械力学 I (C) 機械力学 II (C) ロボット工学(D)

自動制御 I (C) 自動制御 II (C) 機械情報学(D)

動的システムモデリング(D)

情報処理演習Ⅰ(C) 情報処理演習Ⅱ(C) 計算工学概論(C) コンピュータコントロール(D)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ概論(C)

自動車工学(D) バイオメカニクス(D)

機械材料 I (D) 機械材料 II (D)

機構学(D) 機械設計 I (D) 機械設計 II (D) 応用機械設計製図 II (D)

機械要素設計製図 I (D) 機械要素設計製図 II (D) 応用機械設計製図 I (D) 設計と加工(D)

図形科学(C) 図学(C) 加工学 I (D) 加工学 II (D) 溶接工学概論(D)

機械加工実習(D)

物理実験(C) 工学基礎実験 II (D)

化学実験(C) 機械系の実験・演習 I (D) 機械系の実験・演習Ⅱ(D)

必修（18科目）
38単位

必修（7科目）
14単位

選択必修
9/13科目

選択必修
7/1１科目

選択 選択

この表は，機械工学EPの学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れを示しており、上限単位数の緩和がない標準的な履修年次にもとづいて作成している。科目欄の色および括弧内の記号は，関連する主な学習・教育目標を示している。

(D)　社会での実践の基盤

となる専門の工学的能力

を養成する

機械工学EPの科目のつながり

(A)　真に人類・社会に貢献

できる人格を養成する

(B)　社会における工学の

役割を正しく理解する能力

を養成する

機械工学と社会との

かかわり合い(B)

(C)　幅広い専門分野に対

応できる工学の基礎的能

力を養成する

卒

業

研

究

(A, B, D)


